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1　 は じめ に

　 1999年9月9日 よ り2000年1月11日 まで国立民族学博物館 において特別展示 「越境

す る民族文化」が開催 された。筆者は実行委員の1人 として特別展示会場2階 の一角

においてイヌイ ット文化 の展示 を担当 した。展示の中心 テーマ は,グ ローバ ル化が進

む現代の世界 におけ る 「民族文化の越境」 であ った。

　 この展示 を準備する段階で,筆 者 はイヌイッ ト1)の 物 質文化や情報,知 識の中で社

会 を超えて世界 に越境 していった ものを考 えてみた。例 と しては,ア ノラ ック(毛 皮

製防寒服),カ ヤ ック(皮 張 り小舟)な どが,あ げ られる。前者は登山服や北方地域 の

防寒服 として,後 者はスポーツ用のボー トと して素材 は異 なるが,そ の原理が現 在の

多 くの社 会で応用 され,実 用化 されている。

　 これ ら以外 にも,イ ヌイ ットの滑石彫刻や版画は,1950年 代 以降北米や ヨーロ ッパ

の美術館,博 物館,愛 好家の問に広 まり,エ スニ ック ・アー ト2)の 代表例のひ とつ と

して人気 を博 して きた。 さ らに,最 近 ではイヌイッ トの政治団体 や文化団体がイ ンタ

ーネ ッ ト上 にホームペ ージを開設 し
,政 治 ・文化情報 を世界に広 く発信 している。検

討の結果,1999年 の特別展では,イ ヌイッ トの滑石彫刻 と版画を中心 にして文化 の越

境 とイヌイッ ト文化 を展示するこ とに した。

　 本稿 は,筆 者が担 当 した 「極北 のイヌイッ ト」 のコーナーの学術的 な記録 である。

ここでは,(1)イ ヌ イッ ト文化 を表象する際 になぜ滑石彫刻 と版画を選 んだのか,(2)

滑 石 彫刻や版画は何 を表象 しているか,(3)そ れ らの作品が民族の範囲を超 えて広が

る とはどうい うことか,(4)そ れ らの作品の展示 に際 して どのような問題が生 じたか,

につ いて考 えてみたい。

2現 在のイヌイット社会 と文化の表象

2.1　 カナ ダ ・イ ヌイ ッ トの現在

　イヌイットは植生が乏しい寒冷ツンドラ地域で狩猟,漁 労を行ない,生 活を営んで

きた。しかし欧米人との接触後,毛 皮交易の開始,キ リス ト教の受容,伝 染病の蔓延,

鉄製品や鉄砲の導入など,急 激な社会 ・経済変化を彼らは体験した。
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　特 に1945年 以 降,資 源 開発,軍 事 的な戦略,病 気や貧困か らの救済 などのためにカ

ナ ダ政府 は積極的にイヌイッ ト社会へ行政介入を始 めた。1950年 代 末 には学校教育や

定住化が極北地域において押 し進め られ,1973年 ま でイヌイッ トをカナ ダの国民 にす

るとい う同化政策が実施 された。

　 1973年 か らカナ ダ政府 は方針 を変更 し,先 住民 と先住民の諸問題 について政治的 な

話 し合 いをす るようになった。1975年 に はケベ ック州極北部の イヌイ ットが 「ジェイ

ム ズ湾 お よび北 ケベ ック協 定」(James　 Bay　and　Northern　Quebec　 Agreement)を,1984

年 に は西部極北地域 に住 むイヌヴ ィアル イ トが 「イヌヴ ィアルイ ト協 定」(lnuvialuit

Agreement)を,1993年 に は旧北西準州の中部 と東部に住 むイヌイッ トが 「ヌナヴ ト協

定」(Nunavut　 Agreement)を,1999年 に はラブラ ドールのイヌイ ッ トが 「ラブラ ドー

ル協 定」(Labrador　 Agreement)を 締 結 した。 ごれに よって都市 に住む イヌ イッ ト以外

の大多数 は生業権,土 地の 占有 ・使用権や所有権,補 償金な どを獲得 した。経済的 に

は カナダ政府 に依存 しているものの,政 治的な 自律性 を増大 させ てきた。

　現 在のイヌイッ トは政府が提 供 した暖房完備の家屋 に住み,ス ノーモー ビルや船外

機付 きカヌー に乗 り,ラ イフルを利用 して狩猟 ・漁労活動 を行なっている。 さらに,

多 くの人が村の中で賃金労働 についている。

　極北 で生活 を送るためには,空 輸 されて くる高価 な食料品,道 具,衣 類な どを現金

を出 して購入 しなければならない。た とえば,ケ ベ ック州極北部 ヌナ ヴィクの村 々の

物価 は,モ ン トリオールの1.6か ら1.7倍 で ある(Schnarch　 l999:6)。 このため若者 を

中心 に成 人の多 くが村の中で定職 を求めている。村の中 にある職 は生協の店舗 の売 り

f,村 役場の仕事な どである。 イヌ イッ トの成人の半数強は無職であ り,失 業手当や

福祉 金,家 族扶養手当を主 な収入源 としている。

　一・部の人はオオカミやホ ッキ ョクグマの毛皮を売 った り,滑 石彫刻品を制作 ・販売

している。 自分 自身や家族の者が得た収入の 一部を利用 して中高年の男性 はガソリン,

ラ イフルの弾,携 帯食料品を購入 し,狩 猟や漁労 を続 けている。その獲物は分配 され,

多 くの村 人の主食 となっている。

　現 在の イヌイッ トは,国 家 との政治協定 によって保護 され,政 府の支援 を受 けなが

ら狩猟や漁労活動 を続けていると言ってよい。 しか し,そ の活動 を続けるこ とによっ

て,欧 米文化が浸透 し変化 を被 りなが らも,彼 ら独 自の 文化の ・部や価値観を保持 し,

イ ヌイッ トとしてのア イデ ンテ ィテ ィーを持ち続 けることがで きている(ス チュァー

ト1996:岸 上1998;1999c)。

59



国立民族学博物館研究報告別冊　22号

2.2　 イ ヌイ ッ トの滑石 彫 刻 と版 画

　 3,4千 年 前か ら極北地域 に住んで きた人 びとはカ リブーの骨 や枝角,セ イウチの

牙,流 木に彫刻 を施 した狩猟道具,生 活用品,お 守 り,玩 具やゲームの部品な どを制

作 して きた(Martijn　 1964;McGhee　 1988;ス チ ュアー ト1985)。 ドーセ ッ ト文化やチ

ュー レ文化の時代に も,彫 刻 をする伝統 は極北先住民の問には存在 していた。 また,

19世 紀 にはいると,パ フ ィン島の東岸 や南岸 に住んでいた イヌイッ トは捕鯨船の乗 り

組み員のため におみやげ品 としてセイウチの牙製の彫 り物やゲーム板 を制作 し,売 る

ことがあった(Martijn　1964;Blodgett　 1988)。 ハ ドソン湾会社の交易者や宣教師がイヌ

イッ トか ら彫刻品 を購 入す ることがあった3)。 しか し,1949年 以前 においてはそれ以

降 と比較す ると,こ れ らの交易は散発 的であ ったこ とを強調 してお きたい。

　 カナダ ・イヌイッ トの彫刻や版画は,1950年 代 にはい ってか ら,販 売 し現金収入 を

得る 目的で制作 され始 めたものであ り,イ ヌイッ トの伝統文化 をただ単 に 「商品化」

した ものではない。 ジェイムズ ・ヒュー ス トン(James　 Houston)と い う人物が1949年

に ハ ドソ ン湾東岸の イヌクジュア クでイヌイッ トを描 いた絵 と交換 で,イ ヌイッ トか

ら小 さな彫刻品 を入手 した。彼はその彫刻品 に芸術性 と商品価値 を見いだ し,彼 らに

滑石を用 いた彫刻を作 らせたのが滑石彫刻の始 まりで ある。 ここでは,イ ヌ イッ トに

よる石 を利用 した彫刻 を 「滑石彫刻」 と総称 しているが,彫 刻に利用 される石には地

域 的な差が見 られる。 ケベ ック州の極北部 ヌナ ヴィクでは,滑 石(soapstone,　 steatite)

が,パ フ ィン島の南部では堅い緑色の蛇紋石(serpentite)が 利 用 され ることが多い。

この他に,石 灰岩(limestone),珪 質 粘土岩(argillite),大 理 石(marble)も 彫 刻 に利

用 されることがある。1950年 代 以降,滑 石彫刻は カナダ極北の多 くの村で制作 された。

また,イ グルー リク村 などではセ イウチの牙製彫刻が行 なわれた。 その後,滑 石彫刻

やセ イウチの牙製の彫刻 はカナ ダ極北 の大多数の村 で行 なわれた。

　 さらにヒュース トンは,パ フィン島南 西部にあるケー プ ・ドーセ ッ トの イヌイ ット

に版画制作 を1957年 の冬 に紹介 した4)。 版画制作 は滑石彫刻 と比べ,資 材や仕事場が

必要であ り,か な りの資金 を必要 とした。版画制作 は,カ ナ ダ政府の資金援助 を受 け

たホルマ ン村,ベ ーカー ・レイク村,ケ ープ ・ドーセ ッ ト村,パ ンニツン村,プ ヴ ン

ニ ツック村 など5,6村 で 行なわれたにす ぎなかった。 イヌイッ トの版画は 日本 と深

い関係 にある。 ヒュース トンは休暇を利用 して1958年 の 秋か ら1959年 の 春にかけて来

日し,版 画界の重鎮 平塚運…に師事 し,版 画の制作技法や刷版技術 を学び,そ れ らを
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イヌイッ トに教 えた。 原画 を描 く人,版 画 を彫る人,刷 る人の分業体制や,イ ヌイッ

トは石版に図像 を彫っているが,刷 る紙 には和紙 を用 いているこ と,作 者 を示す刻印

は 日本か らの影響である と言 える5)。

　 この ように して始め られ たカナ ダ ・イヌイッ トの滑石彫刻 と版画をヒュー ス トンは,

カナ ダ工芸 品ギ ル ドや,ハ ドソン湾会社,カ ナ ダ政府の協力 を得て,イ ヌイッ トか ら

購入 し,北 米や ヨーロ ッパの大都市で展示会や販売 会を開催 した。 この ような努力の

結果,1960年 代 には イヌイ ットの作 品が世界中に広が り,芸 術品 として高い評価 を得

るもの も出現 した。 また,彫 刻品や版画を売 るためにイヌイッ トの生協組織 が設立 さ

れた。

　 1940年 代 以降,特 に第二次世界大戦 の影響でホ ッキ ョクキ ツネの毛皮の価格が暴落

し,1960年 代 か ら交易品 となったアザラシの毛皮 も価格が不安定であった。 このため,

イ ヌイッ トの現金収入源の 開拓は政府 の役人 にとってもイヌイッ ト自身 にとっても切

実 な問題であった。た とえば,ヌ ナヴ ィクのプ ヴニツ ック村では,ハ ドソン湾会社の

交易者が イヌイッ トに滑石彫刻の制作 を奨励 した結果,1952-3年 にお ける販売総額は

740ド ルであった ものが,1955-6年 に は3万8千 ドルへ と増大 した(Balikci　1968:167)。

この時期に導入 された彫刻品や版画の制作 はイヌイッ トにとってかっこうの現金収入

源 となった。

　 イヌイッ トの滑石彫刻 と1960年 代 に開始 されたアザ ラシの毛皮 の交易 には,共 通点

があ る。それはイヌイッ トがそれ らを商品として外部へ売 り,得 た現金 を利用 して ラ

イフル,そ の銃弾,ス ノーモー ビル,船 外機付 きボー ト,ガ ソリン,漁 網な どを購入

し,狩 猟や漁労 を続 けるこ とがで きたこ とであ る(Wenzel　 1991;Hessel　 lgg8:11)。

1980年 代 の中頃までは多 くの村では イヌイ ットが彫刻品作 りに関わ り,滑 石彫刻や版

画は,現 金を稼 ぐための文化的 な輸出用 の商品であった(Hessel　 1998:188)。

　 滑石彫刻や版画の売れ行 きや価格は外部市場の動 向に大 きく依存 して きた。1990年

代 にはい り,イ ヌイッ ト芸術の 市場は飽和の状態にあ り,特 に腕 のよい売れ筋 のイヌ

イ ットの作品以外 は生協 もハ ドソン湾会社 も購入 しな くなった。 このため現 在では,

版 画や彫刻品はイヌイッ トのt要 な現金収入源であるとは言えな くなって しまった。

それで も村によって もかな りの違いが見 られ るが,平 均すれば約20%の 成 人がそれ ら

の作 品作 りに関わ っている(Hessel　 1998:188)。 ま た,何 人かの作家の作 品は,世 界

の美術界において 「アー ト」 として高い評価 を得ている。
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2.3　 「伝統文化」の客体化 と文化 の表象

　 世界の市場 に出回っているイヌイ ッ トの彫刻品や版画のモチーフには一定の傾 向が

見 られる。そのひ とつ は,ほ ぼすべ ての作品がかつ ての 「イヌイッ トら しさ」 を描 き

出 している点である(Svensson　 1995:87)。 版 画 も,彫 刻品 も,ア ザラシやホ ッキ ョク

グマな どの動物,狩 猟 や漁労の様子,家 族や親子,シ ャーマニ ズム,神 話な どが作品

のモチーフになっている。 イヌイッ トが作品 として提示 している世界は彼 らが生 きて

いる現代社会ではな く,す で に失われつつある,も しくはすでに失われて しまったか

つての 「伝統的な生活」 であ る。多 くのイヌイッ トの作家は彼 らの文化 を伝統 的なも

の として客体化 し,提 示 しているのである。

　 この文化の客体化 はイヌイッ トの意志 とい うよりも,買 い手である市場側 か らの要

求で もあった6)。 買 い手 は 「イヌイ ッ トらしい」作 品を買いたが り,一一方,イ ヌイ ッ

トは市場で売れる ような作品 を作 って きた。 イヌイッ トの彫刻品や版画の素材,道 具,

技 術,内 容 は伝統的な枠組み に近代化 された要素が組み合わ され,作 られた もの と言

える(大 村1995)。 イ ヌイッ トの滑石彫刻や版画は外部社会か らの影響で生み出され

て きた ものではあるが,そ の作品にはイヌイッ トの独 自性が表現 され,見 る側 には彼

らの精神 世界や知識が複雑 なメッセージ として表象 されているのである7)。 これが イ

ヌイッ トの滑石彫刻 と版 画を,現 代 のイヌイッ ト文化 を表象するモノとして展示 した

最大 の理 由である。

3　 イ ヌ イ ッ トに とって の滑 石 彫刻 と版画,

　　越境 す るエ ス ニ ック ・ア ー ト

3.1　 イヌ イ ッ トに とって の滑 石彫 刻 と版 画

　 イヌイ ットの版画や彫刻の内容につ いては外部市場 の影響を強 く受 けて きた ・方で,

そ れ らはイヌイッ トの文化的な独 自性 を表出する手段 であって きた。作品のテーマ は,

現 在の社会 とい うよりも,定 住生活 を開始する以前 のキャンプ生活,家 族,狩 猟活動,

宗 教,伝 説 についての ものが大多数であった。彼 らの作品は 「伝統的 な」文化を 百科

事典 的に 目で見るこ とがで きるカタログとなっている(Hessel　 1998:37)。 しか もそれ
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らの作品 を作 るためには,動 物 や自然の生態,狩 猟 ・漁労,キ ャンプ生活,宗 教 など

に通暁 していな くてはならない。 イヌイッ トの作家 にとっては,イ ヌイッ トの アー ト

は現金 を得るためだけの商品以上 の文化的な価値 を有 している。 しか も,そ れで得 ら

れた現金は,狩 猟や漁労 を続 けることにも利用で きるのである。

　滑石彫刻や版画の制作は,仕 事 をす る時間を自分で決めることがで き,狩 猟や漁労

活動 と時間的に うま く調整で きる活動である。狩猟や漁労 を存続 させるこ とは,彼 ら

の文化的 な満足感 を満たすだけでな く,文 化 的なアイデ ンテ ィティーの強化や再生産

を可 能にさせ てきたのであ る(Svensson　 1995:90-92;大 村1996;ス チ ュアー ト1996;

Hessel　1998:86)。

　 イヌイッ トに とって滑石彫刻や版画は,重 要 な現金収 入源であったのみ ならず,彼

らの狩猟 ・漁労活動 を維持 させ る役割 を果た した。 また,滑 石彫刻や版画 は,文 化 的

知識 の伝達手段や作者の文化 的なアイデ ンテ ィテ ィーの源泉であった。

3.2　 商 品 と して越境 す るエ スニ ック ・ア ー ト

　イヌイッ トの滑石彫刻 と版画 は,最 初はおみやげ品や観光芸術品 として,そ してエ

スニ ック ・アー トとして イヌイ ッ ト社会か ら世界へ広 まってい った。1999年 の 時点で,

イ ヌイッ ト ・アー トの市場 は飽和状態にあるとは言え,こ の50年 あ まりの問に カナダ,

ア メリカの博物館,美 術館,愛 好家の問に広 ま り,ア ー トとしての地位 を確立 して き

た。 そ して 一部の作 品は,万 人の心 を うつ アー トとして 評価 され ている(Graburn

1993)。 イヌイ ッ トの滑石彫刻 と版画が世界へ広がっていった現 象を どのよ うに考 え

ればよいのであろうか。

　筆者 は,イ ヌイ ットの滑石彫刻や版画が世界の多 くの人に受け入れ られた理由 とし

て,そ れ らの芸術性が評価 されたとい う点以外 に,商 品としての流通 とい う側面に着

目したい。 イヌ イットの作 品が,ま ず,カ ナダの都市部 において,次 にアメリアにお

いて,さ らに ヨーロ ッパにおいて受け入れ られた背景に,作 家 と市場 との間に立つ仲

介者 による販路 開発お よび販売促進活動 があった。1950年 代 か ら60年 代 にかけて,ジ

ェ イムズ ・ヒュース トンのような人物,生 協組織の職員,カ ナ ダ政府の役人が,イ ヌ

イッ トの作家 と市場 との仲介者 として作 品作 りや販路 の開発 に重要 な役割 を果た した

(cf.　Graburn　 1999:349-350)。 販売 会を兼 ねたイヌイッ ト ・アー トの展 覧会 もモ ン ト

リオール,ト ロ ン ト,ニ ュー ヨーク,シ カゴなどで開催 された。彼 らの ビジネスマ ン

としての活躍 がなければ,イ ヌイッ トの作 品が現在のように世界中の美術館,博 物館,
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美術愛好家の問に広 まることはなかったであろう。

　 ここでは,白 人のア ドバ イサー と生活協同組 合の役割につ いて簡単に触 れてお きた

い。 ケープ ・ドーセ ット村 にお いては,ジ ェイムズ ・ヒュース トン(James　 Houston)

とテ リー ・ライア ン(Terry　 Ryan)が,ベ ー カー ・レイク村 では シェ イラ ・バ トラー

とジャック ・バ トラー(Sheila　 and　Jack　Butler)が,プ ヴ ンニ ツック村 ではステ インマ

ン神 父(Oblete　 A.　Steinmann)や ピー ター ・マー ドック(Peter　 Murdoch)が,イ ヌイ

ッ トの作家 に対するア ドバ イサーの役割 を果た した(Graburn　 2000)。 彼 らは,生 活の

ための滑石彫刻や版画をイヌイッ トが制作す るこ とを奨励する とともに,イ ヌイ ット

の作 家の組織化,技 術指導,市 場 のニーズなどについてア ドバイス した。彼 らは,作

家(制 作者)と 市場(消 費者)と の橋渡 しの役割 を担っていた。

　 1960年 代 にはいると極北地域 の村 々で イヌ イッ トの作家組 合が結成 され,そ れ らが

生活 協同組 合へ と発展 していった。た とえば,プ ヴンニツ ック村の イヌイ ットはステ

インマ ン神父の指導の もと,プ ヴンニ ツック彫刻家協 会が結成 され,1960年 代 にはそ

れ は生活協 同組合 になった。そ して1967年 に は,そ の生協 は,ケ ッベク州極北部の他

村の生協 とともに,北 部ケベ ック生協 連合(le　 Federation　des　Cooperatives　du　Nouveau-

Qu6bec略 称FCNQ)を 結 成 した。 旧北 西準州(現 在の ヌナ ヴ ト準州)に おいて も.

1950年 代 か ら1970年 代 にか けてケープ ・ドーセ ッ ト村の西パフ ィン ・エスキモー生協

(the　West　Baffin　Eskimo　 Co-op)や ベ ーカー ・レイク村のサナヴ ィク生協(Sanavik　 Co-

op)の よ うに村ごとの生協が次 々に設立 された。それ らの生協の連合体(カ ナ ダ極北

生 協連合the　Canadian　 Arctic　Co-operative　Federation　Limited　 略 称CACFL)は ,ケ ベ ッ

ク州北部のFCNQと 同様,イ ヌイッ トの作品 を市場へ流通 させ る中核機関 となった。

　 マヤ ー ズは1982年 時 点 で イヌ イッ トの滑 石彫 刻や版画の販売経路 を図化 して いる

(Myers　 1984:140)(図1参 照)。　i日北西準州(現 ヌナ ヴ ト準州)の 場合 には,す くな

くとも4つ の流通経路があ った。作家(生 産者)と カナダ南部のアー ト ・ギ ャラリー

やおみや げ品店,　 一般消費者 との間には,す くな くとも旧北西準州政府の工芸プロジ

ェ ク ト,旧 ハ ドソン湾 会社(現 ノーザ ン),独立 した商売人,地 元の生協のいずれが仲

介者と してはいっていた.た とえば,旧 北西準州 にあ る地元の生協が作家から滑石彫

刻や版画 を買い取 った場合には,そ の作品はカナダ政府北 方省が1965年 に創設 した イ

ヌ イ ッ ト所 有の 卸 売 り会社 「カナ ダ極 北 プ ロ ジ ューサ ー ズ」(the　Canadian　Arctic

Producers)を 通 して,一 般 のギャラリーやカナダ極北 生協連合へ卸 されるか,直 接 一

般のギ ャラ リーへ売 られる仕組みになっていた。

　一方,ケ ベ ック州の場 合は,作 家(制 作 者)は 作品を地 元の生協 か旧ハ ドソン湾 会
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図1　 旧北 西 準 州 と ケベ ッ ク州 に お け る 商 品 流 通 の 経 路 　 1982年

　 　 原 典(Myers　 l984:140)の 図1よ り

社へ売る。それ らは北部 ケベ ック生協連合か,ハ ドソン湾会社 の流通 ネッ トワークに

沿って,お みやげ品店や 国内外のアー ト・ギ ャラ リーへ販売 されてい った。 これ らの

販路網の整備が進んだ結果,商 品 としての イヌイッ ト・アー トは世界中の より多 くの

人の 目に触れ るようになったのである。

　 1999年 の時点では,旧 ハ ドソン湾会社 はイヌ イッ ト・アー トの仲買か ら手を引 いて

お り,現 在で は,ヌ ナヴ ト準州ではカナダ極北 生協連合が,ケ ベ ック州の極北 部で は

北部ケ ッベ ク生協連合が,中 心的な仲 介者の役割 を果た している。 ケープ ・ドーセ ッ

ト村の生協の ように独 自の アー ト制作 ・販売会社 「ドーセ ッ ト美術」(Dorset　Fine　Art,

1978年 創設)を 作 り,ト ロン トにアー ト・ギ ャラ リーの直販店を持 っている グルー プ

もある(Berlo　 1999:183)。 ま た,カ ナ ダ極北生協や北部ケベ ック生協連 合,ア ー ト・

ギ ャラ リーは,イ ヌイッ トの作品の販売 カタログを作成 し,配 布 した り,イ ンター ネ

ッ トを利用 して作品 の イメー ジや価格,作 者名,制 作地な どを世界 に向けて配信 して

お り,世 界中の消費者 に直結 していると言える。

　た しかにヘセ ルが指摘 している ように1950年 代 に開始 されたおみやげ品や観 光芸術
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品 として制作 された 「エ スニ ック ・アー ト」が,ア ー トとして広 く認知 されて きたこ

ともイ ヌイ ッ トの滑石彫 刻や 版画 が広 まった こ との重 要 な要 因で はあ る(Hessel

1998:186)。 しか し仲介者が作品の制作 についてア ドバ イス し,作 品 を商品 と して売

り込み,販 路 を広げていった ことを見逃 してはな らない。

　 イヌイ ッ ト・アー トが世界の市場 に流通 してい く背景 には,ア ー ト市場の世 界規模

化,グ ローバ リゼー ションとい う経済的な側面が存在 していた。 イヌイッ トのアー ト

が越境 しなが ら広がってい くことは,経 済的 なグローバ ル化が進む世界の中で生 きて

い るイヌイ ッ トのローカルな対応の所産である作 品をグローバルな流通網 を通 して世

界の市場へ 出荷 していることを意味 している。

4　 イ ヌ イ ッ ト ・ア ー トの展 示 の諸 問題

4.1　 展 示物 につ い て

　今回の展示 をす るために,国 立民族学博物館 に所 蔵 されている版画を利用する とと

もに,滑 石彫刻 については,新 た に収集することにした。 ここでは展示物 について紹

介 したい。

　現在,国 立民族学博物館 には1983年 度 に小 谷凱宣氏 によって収集され たイヌイ ッ ト

の版画が200枚 あ まり所蔵 されている(小 谷1984)。 これ らの版画は,主 にホルマ ン村,

ケ ープ ・ドーセ ット村,パ ンニツン村,ク ラ イド ・リヴ ァー村,ベ ーカー ・レイク村

などで制作 されたものである。作品 としては,狩 猟 ・漁労生活,精 神世界,人 間関係

を表現 した ものが多い。地域 的にもカナ ダ極北地域 をほぼ全体的に網羅 している。

　筆者 は1998年 の11月 か ら12月 にか けての3週 間,モ ントリオールとオタワのアー ト・

ギャラリー,モ ン トリオール市郊外 にある北部 ケベ ック生協連合のアー ト・ギ ャラ リ

ー
,カ ナ ダ ・ケベ ック州 ヌナヴ ィクのハ ドソン湾側のア クリヴィク村,プ ヴンニ ツッ

ク村,イ ヌ クジュアク村を訪 れ,ヌ ナヴ ィク地域で制作 された滑石彫刻約150点 と タペ

ス トリー約5枚 を収集 した。この地域の作品を中心 に集めた理由は,こ の地域が イヌ

イッ トの商業彫刻発祥の地であること,さ らに1984年 以 来筆者の主要 な調査地であっ

たか らであ る。 この地域以外に も少数 なが らウ ンガヴァ湾 で制作 された タペ ス トリー

やケープ ・ドーセ ッ ト村で制作 された滑石彫刻 なども収集 した。

　今回筆者が収集 した滑石彫刻は,石 も黒色や灰色 を基調 とした ものが多い。 ヌナヴ
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トの作風 と比べ ると,躍 動感や独創性 には欠け るが,写 実的である。作 品としては,

動 物の姿,狩 猟お よび漁労活動の様子,シ ャーマ ンや神話上の精霊,人 像 などが多か

った8)。

4.2　 展示の概要

　滑石彫刻や版画 自体 は現代の イヌイ ッ ト文化の一部であ り,か つ それが描 き出す社

会 もイヌイ ットが イヌ イッ ト性 を強調 したい側面ではあるが,現 代 のイヌイッ ト文化

の総体 を表象 した ものではない。 しか し,す でに述べ たように イヌイ ッ トの滑石彫刻

や版画は,彼 らの文化 的アイデ ンテ ィティー を具体化す る場であ り,世 界観や精神性

と深 く結 びついている。それは彼 らが仲 間や外 部社 会へ発信する文化 的なメッセージ

なので あ り,ア ー トとい う独 自の形 で イヌ イ ッ ト文 化 を表 象 してい るの で あ る

(Svensson　 1995)。

　 筆者は滑石彫刻 と版画 を4つ の カテゴ リー に分けて展示するこ とに した。その4つ

とは,「 動物 の世界」,「宗教の世界」,「生業活動の世界」,「人間関係の世界」であ る。

　 イヌ イットは獲物 となるカリブー,ホ ッキ ョクグマ,ア ザ ラシ,セ イウチな どにつ

いてはそれらの特徴 を熟知 してお り,詳 細 にかつ特徴的 な部分を強調 しなが ら滑石や

版画の上 に描 き出 している。 また,神 話 に出て くるワタリガラス,人 間の ようなカ リ

ブーな どが巧みに描 かれてい る(写 真1)。

　 「宗教 の世界」 では,か つて イヌイ ッ トの宗教であった シャーマニズムや現在の宗

教であるキリス ト教 について太鼓を うつ シャーマ ン,ホ ッキ ョクグマ に変身 した シャ

ーマ ン
,犬 の精霊,キ リス ト像,悪 魔 を描いた滑石彫刻や版画を展示 した(写 真2)。

彼 らの作 品の中では消滅 したはずのシャーマニ ズムや世界観が生 き長 らえているので

ある。 「生業活動の世界」 では,か つての狩猟 ・漁労活動や 日常 の生活 に関わ る活動 を,

ア ー トを通 して展示 した(写 真3)。 最後 に,「 人間関係の世界」 では,親 子関係,兄

弟姉妹 関係,夫 婦 関係 を版画や滑石彫刻 を利用 して提示 してみた(写 真4)。

　 すでに指摘 した ように,イ ヌイッ トの滑石彫刻や版画は,イ ヌイ ッ ト社会の現状 で

はな く,か つてのない しはすでに失われつつある世 界を描 き出 している。 これ らの作

品が生み出された背景 となる現代社 会を示す写真 を,滑 石彫刻 を置 く台座 に貼 り付 け

ることに した。それ らの写真は,ヌ ナヴ ト準州ペ リー ・ベ イ村 の現代生活 についての

ビデオ映像(ス チュアー トヘ ンリ監修,大 村敬 ・制作 ・編集)と ともに,現 代の社 会

の状 況を知 る手がか りになったはずである。
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写真1 「動 物 の世 界」 の コー ナー

写真2 「宗 教 の 世 界」 の コ ー ナ ー
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写真3 「生業活動の世界」のコーナー

写真4 「人 間 関 係 」 の コー ナ ー
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写真5　 「ビデオの放映 とコンピュー ター展示」のコーナー

　 現代のイヌイッ トはジーンズをは き,暖 房完備の家 に住んでお り,狩 猟の際にはラ

イフルやスノーモー ビルを利用 している。　 ・方,作 品の中で描 かれている内容 は,か

つての狩猟生活(犬 ぞ りや鈷や弓矢 の使用),キ ャンプの様子(雪 の家,石 ラ ンプの使

用),動 物や世界観である。作品 とその背後 に提示 された写真 を対照 しなが ら見 られた

方は,両 者の間にある大 きなギャ ップ,す なわち作家が石や紙の上 に描 き出 したイメ

ー ジとしての伝統 的な社会 と
,ジ ーンズをは き,ス ノーモー ビルを乗 り回す現実の社

会 との問にあ るギャ ップに気づかれた はずである。 この作 品の上 に描かれたイメー ジ

は,イ ヌイッ トの作家が仲介者を介 して外部社会(市 場 やここの消費者)か ら要求に

応 じなが らも,主 体的 に作 り出 したものである。筆者は,こ のギ ャップを展示 したの

である。そ してなぜその ようなギャップが存在 しているのか を問いかけてみた。その

回答 は,作 品は製作者の主体 的な表現であるとともに,イ ヌイッ ト社 会の外 にある 市

場 に売 るための商品であったか らとい うものであ る。市場が要求 し,よ く売れる作 品

がア ドバ イサーの指示に よってイヌイッ トによって制作 されたのである。

　 各作品のキ ャプシ ョンには,作 者名,居 住地,州 名,タ イ トルを掲示 してあるのみ

である。文字で書かれた情報 は少 ないが,版 画や滑石彫刻 を含めたイヌイッ ト全般 に

つ いての情 報を 「イヌイッ ト百科事典」 として コンピュー ターで展示 し,現 在の イヌ

イ ッ ト社会につ いての背景 となる情報は写真 と文字,映 像,音 声情報で検索で きるよ
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うに した(写 真5)。

　 展示の技 法 として,国 立民族学博物館で は手で触 ることがで きることをひとつ の売

り物 としてい る。エスニ ック ・アー トである滑石彫刻 も例外ではない。触感の よさは

滑石彫刻の特徴のひ とつであ る。カナダなどでは原則 と して台座 に固定化 した後,ガ

ラスケースに入れて展示す ることが多いが,版 画 と安定性が よくない滑石彫刻以外 は,

原則 として ケースに入 れず に手で感 じてもらうためにむき出 しの展示 を試みた。

4.3展 示 を行なう上での諸問題

　 今回の展示を行なう上で,3つ の大 きな問題に直面 した。

　 第1は,展 示者の意図が最小限の解説 とキ ャプ ションで どの程 度,来 館者に汲み取

って もらえるか,と いう問題である。 イヌイッ ト・アー トの面白さは作品 を見ること

によって来館者が感 じ取 ることがで きると思 うが,そ れ以上のメ ッセー ジが どの よう

に伝 わったのか,確 信で きない。

　 第2は,展 示技術の問題である.日 本では地震が発生 した場合 には,滑 石彫刻 を効

果 的に固定 しな くては,破 損の恐 れがあ る。 さらにむ き出 しの展示で は,も のそれ 自

体や部品が盗難にあった り,来 館者のいたず らによる破損の恐 れもあ る。展示業者 と

相談の上,て ぐすや ゴムひも,そ して金具で固定す ることに した。 この結果,滑 石彫

刻の動物や人に手かせや足かせ を してい るような もの とな り,見 る者 に滑石彫刻の持

つ躍動感 を十分に堪能 して もらえなか った うらみがある。

　 第3に,現 在のイヌイッ ト ・アー トには地域,村,作 家によってかな りの独 自性や

差異が存在 している。 また,同 一 の地域,村,作 家で も,時 間とともに作風が変化 し

ている場合 もある。版画に関 しては,一 応,カ ナダの イヌ イッ ト社会全域 を網羅 して

いるが,1980年 代 後半以降の作 品は展示 してお らず,歴 史的な変化,特 に最近の展開

については紹 介す ることがで きなか った。滑石彫刻についても,地 域 に よってか な り

の差異があるこ とが知 られている(Hessel　 1998:78-102)。 た とえば,ヌ ナヴ ィクの作

品は写実的で,話 が伴 う。パフ ィン島地域 の作品 は実験 的かつ革新的で,動 物や神話

がか な り個人的なスタイルで表現 されている。 キー ワテ ィン地域の作品は人間の像が

中心的なテーマであ まりイヌイ ット的ではない。 この ような差異や作家の個人差は,

時 間的な変化 とともに,今 回の展示 には反映 されていない。今 回の展示物 は,カ ナ ダ

東部極北のヌナヴィク地域 の ものが多 く,極 北全体 を代表 してい るとは言 いがたい。

滑石彫刻の歴史的 な変化や地域的 な差異な どをもうす こし明示 した展示にす るべ きだ
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った と反省 している。

5　 カナ ダ文 明博 物 館,カ ナ ダ国立美 術 館 にお け る

　　イ ヌイッ ト・アー トの展示 との比較

5.1　 カ ナ ダ文 明博 物館 のIqqaipaa展

　 1999年4月1日 にカナダに新 しい準州 ヌナ ヴ トが誕生 した。その成立 を祝 して,カ

ナ ダ文明博物館では"Iqqaipaa:Celebrating　 lnuit　Art,1948-1970"と い う特別展示が 同年

4月1日 か ら2000年1月31日 まで開催 された9)。

　 この特 別展示のテーマ は,イ ヌ イッ トのハ ンターたちとその妻 たちが何世代 にもわ

たって培 ってきた文化的 な技術 をアー トの制作 の過程で利用 してい ることを展示で示

す ことであった。

　 152作 品(120個 の滑石彫刻,30枚 の 版画,2枚 の タペ ス トリー)が,6つ の考古学的

な遺物 とともに4つ の区画に分け られて展示 された(Von　 Finckenstein　1999)。 この展

示では,時 期が1948年 か ら1970年 ま でと限定 されていた。1948年 は ヌナヴ ィクの イヌ

クジュアク周辺のキャンプで ジェイムズ ・ヒュース トンがイヌイッ トか ら滑石彫刻を

入手 し,そ のアー トと しての面白さを発見 した年であ り,1970年 は カナ ダの極北地域

において移動生活か ら定住生活へ の移行がほぼ完了 した年 であ る。

　 入 り口をはいる とまず,地 図 とイン トロ ダクシ ョンの後,滑 石彫刻,版 画 などがヌ

ナヴ ィク,パ フィン島(第1),パ フ ィン島(第2),キ ー ワティン ・中部極北 ・西部

極北 の順番 に地域 ごとに展示 されていた。そ して最後に版画制作のための道具,滑 石

彫刻 の制作過程が展示 され,展 示 されている作品 についての詳 しい情報が コンピュー

ター1台 で検索 できるようになっていた。さ らに極北の自然の音や イヌイッ トの歌 を

展示場で は流 していた。

　 各地域の作風 についてのパネル,個 々の作品 については作者名,場 所,タ イ トルな

ど最小限のキ ャプシ ョンがつ けられているのみである。 フォン ・フ ィンケンシュテイ

ンによると,美 術館での展示 との違いは,民 族誌的遺物 を展示 してある点であるが,

そ れ以上 の差はない と言う。
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5.2　 カ ナ ダ国立 美術 館 のUqqurmiut展

　 オタワのカナダ国立美術館 において1999年10月31日 まで,パ フィン島のパ ンニツ ン

村の絵 と版画を展示 している。絵 はフェル ト・ペ ン,色 鉛筆,ク レヨン,グ ラファイ

トなどで描 かれた もので,版 画はス トー ンカ ッ トとステ ンシル技 法に よるものである。

　作品はすべ て壁 にかけ られてお り,キ ャプシ ョンには作 者名,生 年,居 住地,州 名,

タ イ トル,素 材,標 本番号が記載 されている。 イヌイッ トの版画 と絵 を美術品 として

展示 してお り,作 品 を自由に鑑賞 して もらうとい う立場 を取 っている。

　作品が作 られた社会や時代背景 についての情報はほ とんど提示 されていない。

5.3特 別展 示 との比 較

　 民博の特別展示 は 「越境す る民族 文化」が主要なテーマであ り,そ の…部 を形成す

る 「極北 の イヌイッ ト」 のコーナーは,世 界に広 まっていった もの として,イ ヌ イッ

トの滑 石彫刻 と版画を展示 した。そ こでは,地 域ではな く 「動物 の世 界」,「生業生活

の世界」,「宗教の世界」,「人間関係の世 界」 とい うテーマ に則 して版画 と滑石彫刻 を

現在のイヌイ ットの様子 を示す写真 とともに展示 した。 各作品のキ ャプシ ョンには,

作 者名,居 住地,州 名,タ イ トルを掲示 してあ るのみである。文字で書かれた情報 は

少 ないが,版 画や滑石彫刻 を含めたイヌ イット全般 につ いての情報 を 「イヌイッ ト百

科事典」 として コンピュー ターで展示 し,現 在の イヌイ ット社会につ いての背景 とな

る情報 は写真 と文字,映 像,音 声情報 で検索で きるようにした。

　 カナダ国立 美術館の展示 と比較 した場合,民 博の展示で はイヌイ ッ ト社会について

の情報が映像,写 真,文 字で提供 されている点で大 きく異 なる。 さらに,カ ナ ダ文明

博物館 の展示 との違いは,よ り全般 的なイヌイッ トにつ いての情報 を提示す るととも

に,イ ヌイ ットの活動 や宗教 を,彼 らの作品 を通 して展示 している点 であ る。作品 と

しての価値 だけではな く,作 品 に描 かれた生活や人物,動 物 を通 して 「伝統的な」 イ

ヌイッ ト社会 を展示 したのみ ならず,イ ヌイ ットの作家が外部社 会(市 場)か らの要

求に応 じなが ら描出 した イメー ジとしてのイヌイッ ト社会 と現実 のイヌイッ ト社会に

あ るギ ャップを展示 した。1999年 度 の特別展 におけるイヌイッ ト展示 は,イ メージ と

現実のギャ ップに着 目した従 来の展示 とは異 な り,新 たな試みであったことを強調 し

てお きたい。
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　一方,比 較によって問題点も見えてくる。そのひとつが,音 の活用である。カナダ

文明博物館の展示のように,極 北地域の自然や村の中の音を会場で流すべきだったと

反省している。臨場感や雰囲気を五感で体験できる展示を目指すべ きだったと考えて

いる。

6結 語

　 「越境する民族文化」 とい うテーマの もと,「 極北の イヌイッ ト」 のコーナーでは,

イ ヌイッ トが制作 し,イ ヌイ ッ トの(エ スニ ック ・)ア ー トとして世界中に広が って

いった版画 と滑石彫刻 を中心 に展示 した。版画や滑石彫刻 はもともとイヌイ ッ ト社会

にあ った ものではな く,現 金収入 を得るために1950年 代 以降 にイヌイッ ト社会 に導入

された ものである。その作 品は買い手である北米や ヨーロ ッパの市場 の要求 に応 じて

作 られて きたが,イ ヌ イッ トの作品である という 「民族文化的な」独 自性 は保ち続 け

られている。

　 作品か ら得 た現金に よって狩猟や漁労 に必要 なガソリンや ライフルの銃弾 を購 入 し,

作 家やその家族は狩猟や漁労 を続けるこ とがで き,イ ヌイ ットの生活 を支 えて きた。

さらに作 品の制作を通 して,イ ヌイッ トは彼 らの文化 についての知識や イヌイッ トと

してのア イデンテ ィテ ィーを再生産 してきた。外 部か らの指導によって開始 されたこ

れ らのアー トの制作 は50年 あ まりの歴史を有するにす ぎないが,イ ヌイッ トの文化の

一部 とな り
,彼 らの伝統であ ると見なされ るようになったのである。

　 今回の特別展示では,イ ヌイッ トの滑石彫刻や版画 を単なる芸術作品 として展示す

るのではな く,作 品に描かれた生活 や人物像,動 物の姿を通 してかつての イヌイ ッ ト

社 会を,現 在の様子 を示す写真 と対照 させ なが ら展示 した。作 品の中に描 かれたイメ

ー ジとしての伝統社会 と現実社 会の間に見 られるギャップを展示 したのである
。

　 イヌイ ットの版画や彫刻は外部社会か らの影響 を強 く受 けなが らも,そ れに対 して

イヌ イットが主体 的に対応するこ とによって生み 出した作 品であ り,そ のは じま りや

歴 史的展開は彼 らが体験 して きた社会変化 を象徴す るものであ る。その制作や世界中

に広 まっていった現象は,経 済的なグローバ ル化が進行す る世界の中で生 きている イ

ヌイ ッ トの ローカルな対応の所 産であ った と言 うことができよう。
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注

1)　 イ ヌ イ ッ ト語 に は,英 語 のitの よ うな 発 音 は な い の で,　Inuitを イヌ イ トと 日本 語 表 記 す

　 る研 究 者 が 多 い 。 こ こで は民 族 呼 称 の これ まで の慣 例 に 従 い,イ ヌ イ ッ トと表 記 す る 。

2)エ ス ニ ック ・ア ー トと は,文 化 的 な 特 徴 が あ り,多 様 な 民 族 間 関 係 の 中 で 伝 え る 力(交

　 信 力)を 備 え た 非 伝 統 的 な 芸 術 の こ とで あ る(Graburn　 1976)。 「エ ス ニ ッ ク ・ア ー ト」 と

　 「ア ー ト」 の違 い は,明 確 で は な い 。 しか し,イ ヌ イ ッ トの 作 品が,イ ヌ イ ッ トが 作 っ た

　 観 光 芸 術 品 や お み や げ 品 と して 欧 米 人 を対 象 に 売 り出 され た歴 史 的 な 経 緯 が あ る た め,こ

　 こ で は 「エ ス ニ ッ ク ・ア ー ト」 とい う概 念 を あ え て 使 用 す る。

3)　 カナ ダ極 北 地 域 と同 様,1800年 代 後 半 か ら今世 紀 の 前 半 にか け て ア ラ ス カ にお い て も イ

　 ヌ ピア ッ クや ユ ッ ピ ッ ク は,捕 鯨 船 の 乗 り組 み 員,探 検 家,旅 行 者 に,お み や げ 品 と して

　 セ イ ウチ 牙 製 の 彫刻 品 や ゲー ム の 部 品 を制 作 し,交 易 して い た(Martijn　 1964;齋 籐1993)。

4)　 イ ヌ イ ッ トの 版 画 の 制 作 技 法 と し て はstone　 cut,　relief,　stenci且,　intaglio,　lithographyが

　 使 用 され た(Hessel　 1998:140,144)。 彼 らは 販 売 用 の25か ら50枚,記 録 用 の 数 枚 を刷 っ た

　 後,も との 石 版 や ス テ ン シ ル は壊 し,同 じ作 品が そ れ 以 上 の 数,市 場 に 出 回 ら な い よ うに

　 した 。

5)　 ヒュ ー ス ト ンは 自伝 に 次 の よ うに 書 い て い る。「浮 世絵 は 世 界 に知 られ た 日本 の 古 い 版 画

　 制作 の シ ス テ ム で,北 斎,広 重,歌 麻 呂 な ど多 くの 芸 術 家 た ちが 優 れ た 原 画 を生 み 出 して

　 きた 。 版 画 自体 は,別 の 人 間が 担 当 す る。 こ れ に対 し現 代 の ハ ン ガ は,1人 の 人 間 が 芸 術

　 家 と版 画 制 作 者 両方 を 兼 ね て い る 。 移 動 を 日常 とす る北 極 圏 の 生 活 や,紙 の 供 給,色 づ け

　 に必 要 な熱 な どの 条 件 を考 え,わ た しは 浮 世 絵 の シス テ ム こそ,自 分 た ち に 最 もふ さわ し

　 い シ ス テ ム だ ろ う と感 じて い た 」(ヒ ュ ー ス トン1999=330)。 そ して 試 行 錯 誤 し なが ら,

　 「古 い 日本 の 伝 統 と新 鮮 で 新 しい イ ヌ イ ッ トの ア イデ ア を 結 び合 わせ,自 分 た ち の要 求 に

　 か な っ た 版 画 制 作 の 方 法 を生 み だ し」(ヒ ュー ス トン1999:331)た の で あ っ た 。

6)　 た と えば,イ ヌ イ ッ トの 滑 石 彫 刻 の 制 作 につ い て は,ヒ ュー ス トンや 政 府 の 役 人 の ア ド

　 バ イ ス 以 外 に,仲 介 業 者 の 意 向 が か な り反 映 さ れ て い た 。 イ ヌ イ ッ トの 版 画 に つ い て は

　 1961年 よ り1989年 まで,カ ナ ダ政 府 の 下 部 組 織 で あ る カ ナ ダ ・エ ス キ モ ー ・アー ト協 議 会

　 (the　Canadian　 Eskimo　 Arts　Council)の 専 門 家 が 毎 年,作 品 を 吟 味,検 討 し,市 場 に売 る た

　 め の 作 品 に ア ドバ イ ス を し て い た(Gustavison　 l994;Hessel　 1998:138)。 カ ー ペ ン タ ー は

　 「(イ ヌ イ ッ トの)現 代 の 石 彫 刻 の ル ー ツ は 欧 米 にあ り,そ の 鑑 賞 者 も欧 米 人で あ る 」 と述

　 べ て い る(Carpenter　 1973:194)。 一一方,ス ウ ィ ン ト ンは,「 エ ス キ モ ー は 自 人 の 影 響 を 受

　 け て い る。 しか しい か な る 自 人 もた ぶ ん 考 えつ き も しな い よ う な作 品 を真 の エ ス キ モ ー の

　 作 家 は 作 り出 して きた 」 と異 な る 見解 を 表 明 して い る(Swinton　 l965:72)。

7)ヘ セ ルは 現 代 の イヌ イ ッ トの滑 石 彫 刻 や 版 画 につ い て 次 の よ う に考 え て い る。「現 在 の イ

　 ヌ イ ッ トの アー トは,あ る意 味 に お い て20世 紀 の イヌ イ ッ トの 生 活 の 目で 見 る こ と の で き

　 る記 録 な い し は ル ポ ル ター ジ ュ,す な わ ち伝 統 的 な 信仰,精 神 性,価 値 や 文 化 変 化 に 関 わ

　 る考 え の 大 要 を示 す もの で あ る。 イ ヌ イ ッ トの ア ー トは 文 化 の 保 全 や 肯 定 の た め の手 段 で

　 は な く,伝 統 的 な文 化 や 伝 統 を記 録 し,伝 達 す る た め の 強 力 な 手 段 と な っ て きた 。

　 中略 　 　 　 　(商 業,政 府,教 育,審 美 観 な どの)外 部 か らの 影 響 に イ ヌ イ ッ トの 作 家 が さ

　 ら され る こ と に よ っ て 彼 ら は輸 出 す る た め で は あ る が 文 化 的 に 適 切 で,コ ミュニ ケ ー シ ョ

　 ンカ の あ る 新 ら しい種 類 の ア ー トを 創 り出 して き た の で あ る」(Hessel　 l998:185)。

8)　 イ ヌ イ ッ トの 滑 石 彫 刻 の 作 品や モ チ ー フ に は個 人 差.村 の 差,地 域 差,世 代 差 な どが 見

　 られ る.地 域 性 につ い て は,(Hessel　 1998:75-115)を 参 照 され た い 。

9)展 示 図 録(Von　 Finckenstein、　ed.1999)が 出 版 され て い る。
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